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坂井市立大関小学校 

６月８日(木)・９日(金)と、「ごみ出前授業」が行われました。これは大関助け合いのまちづくり協

議会と学校がタイアップし、「環境学習(ＳＤＧｓ)」の一環として行ったものです。講師は坂井町に在

住の「株式会社 地域計画連合 福井ワーキングルーム 代表 水上聡子博士」で、環境問題につい

てとても考えさせられる授業でした。 

各学年で「ごみはどうして出るのだろう？」「ごみはどこにいくのだろう？」「ごみが増えるとどう

なる？」「ごみを増やさないために、どうしたらよいか？」など、動画を見たり話し合ったりして考え

ました。生活の身近にある「ごみ」が原因で、自然環境だけでなく私たちの生活にも大きな影響を与

えることを学びました。 

また、６月１０日(土)には、三国町で「ゴミ探検」が開催され、大関地区の親子が参加して、海辺

のゴミの回収、分別を行いました。子どもたちもすごく頑張っていましたし、何より実際に自分の目

で確かめ、作業をするということは大きな学びにつながったと思います。来年は、もっともっとたく

さんの児童が参加してくれるとさらに素晴らしい体験になると思いました。 

ごみ出前授業で環境学習 

防火教室 
 13 日(火)に少年消防クラブの防火教室が行われました。・・・ 

 最近日本各地で地震が多く発生し、また外国では山火事で大変なこ

とになっています。福井大地震もすでに約 70 年前、いつ地震が来て

もおかしくありません。大事なのは、日頃の危機管理意識と訓練です。

ご家庭でも今一度、もしもの場合どうするのか話し合い、危機管理意

識を共有していただきたいと思います。 


